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        どのような飼料を与えれば、消費者の好まれる牛肉が生産できるか？ 
 
 
 

     そこで 
       飼料（エサ）の成分と牛肉の成分値を調査して比較した 
 
 

エサの分析              肉の分析 
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オレイン酸はエコ 

フィード区が多い 
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オレイン酸はトウフ粕 50%発酵区が多い 

 
 
 
 

神奈川県畜産技術センター (2014.7) 

異なる飼料を給与することでアミノ酸や

脂肪酸組成の異なる牛肉が生産できる 
成果の要約 給与飼料の異なる牛肉の成分を比較した結果、アミノ酸総量はエコ

フィード区が多かった。飼料中の脂肪酸組成ではオレイン酸、飽和脂肪酸はエ

コフィード区が最も高かったが、筋間脂肪のオレイン酸、不飽和脂肪酸の割合

は、トウフ粕50%発酵区が最も高かった。これらのことから、異なる飼料を

給与することで、アミノ酸含量の多い牛肉や脂肪酸組成の異なる牛肉が生産さ

れることが示唆された。  

消費者ニーズの多様化 

特色ある牛肉は様々 

異なる飼料でアミノ酸量や脂肪酸組成が違う牛肉が生産できる 


